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項 目 要   約 

１．研究の概要 次世代軽水炉燃料被覆管材料に関するこれまでの研究を発展させ、材料劣

化を腐食、水素化、イオン照射により模擬し、定常および異常条件における

強度測定と微細組織観察を組み合わせ、燃料被覆管健全性評価に反映可能な

劣化評価手法を開発することを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）材料選定と材料劣化試験 

２）劣化材料の機械的性質評価 

３）劣化材料のミクロ組織観察試験 

４）イオン照射試験 

２．総合評価 軽水炉および高速増殖炉の燃料被覆管材料を対象として、腐食、水素化、

蓄積、照射脆化などの環境劣化試験を実施し、定常条件および異常過度条件

における機械強度の劣化量依存性の整理、微細組織観察／分析および組織形

成観察試験による劣化のミクロ機構を明らかにするとともに、総合して材料

健全性維持に必要な使用限界に関する情報を抽出し、プラント健全性確保に

重要となる燃料被覆管材料の検証および適切な試験方法の開発を行った。 

当初目標が達成され、優れた成果を上げたと評価する。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

Ａ


